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は
じ
め
に

　
二
〇
一
九
年
四
月
に
台
湾
で
行
わ
れ
た

「
大
甲
媽
祖
遶
境
進
香
」「
白
沙
屯
媽
祖
遶

境
進
香
」
に
同
行
し
、
台
湾
に
お
け
る
信

仰
と
祭
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　
「
大
甲
媽
祖
遶
境
進
香
」
と
は
、
台
湾

の
台
中
北
部
に
位
置
す
る
「
大
甲
鎮
瀾

宮
」
と
い
う
媽
祖
廟
か
ら
、
嘉
義
縣
北
部

に
位
置
す
る
「
新
港
奉
天
宮
」
ま
で
の
約

百
㎞
を
、
媽
祖
の
坐
像
が
乗
る
御
輿
を
担

ぎ
、
九
日
間
か
け
て
徒
歩
で
往
復
す
る
祭

で
あ
る
。
数
人
の
担
ぎ
手
に
よ
っ
て
担
が

れ
た
御
輿
を
中
心
に
、
大
勢
の
人
が
同
行

す
る
た
め
、
遶
境
進
香
の
列
は
先
頭
か
ら

最
後
尾
ま
で
三
㎞
以
上
の
長
さ
と
な
る
。

一
方
、「
白
沙
屯
媽
祖
遶
境
進
香
」
は
、「
白

沙
屯
拱
天
宮
」
か
ら
「
北
港
朝
天
宮
」
ま

で
の
約
百
三
十
㎞
を
往
復
す
る
。

　
媽
祖
と
は
中
国
の
福
建
省
を
起
源
と
し

た
道
教
の
女
神
で
あ
る
。「
天
后
」「
天
上

聖
母
」「
天
妃
」「
海
神
娘
娘
」
な
ど
と
も

呼
ば
れ
、
主
に
航
海
の
安
全
を
祈
願
す
る
、

航
海
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
。
ま
た
、
航

海
以
外
に
も
病
気
治
癒
や
雨
乞
い
、
豊
穣

祈
願
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
祀
ら
れ
信
仰

さ
れ
て
い
る
。
特
に
台
湾
中
部
か
ら
南
部

に
か
け
て
、
媽
祖
は
最
も
身
近
な
神
と
し

て
、
多
く
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
、
同
行
し
た
「
白
沙
屯
媽
祖
遶
境

進
香
」
の
目
的
地
で
あ
る
「
北
港
朝
天
宮
」

は
、
台
湾
の
代
表
的
な
媽
祖
廟
の
一
つ

で
あ
る
。
康
熙
三
十
三
年
（
一
六
九
四
）、

中
国
福
建
省

洲
に
あ
る
朝
天
閣
の
媽
祖

像
を
持
っ
た
僧
侶
が
台
湾
北
港
の
地
に
上

陸
し
、
僧
の
持
っ
て
い
た
媽
祖
像
が
祀
ら

れ
た
こ
と
が
、「
北
港
朝
天
宮
」
の
始
ま

り
で
あ
る
。
こ
の
僧
侶
は
福
建
省
か
ら
台

湾
へ
と
渡
る
際
の
航
海
安
全
祈
願
の
た
め

に
媽
祖
像
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
台
湾
上
陸
後
、
そ
の
媽
祖
像
が
祀
ら

れ
、
北
港
朝
天
宮
が
創
建
さ
れ
、
人
々
に

信
仰
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
航
海

神
と
し
て
の
神
格
の
み
で
な
く
、
豊
穣
神

や
雨
乞
い
の
神
と
し
て
の
神
格
も
付
与
さ

れ
、
現
代
で
は
観
音
菩
薩
や
道
教
の
他
の

神
々
と
合
祀
さ
れ
、
広
く
民
間
信
仰
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
台
湾
で
多
く
の
信
仰
を
集
め
る
媽
祖
の

祭
の
中
で
、
最
大
の
も
の
が
「
遶
境
進

香
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
媽
祖
の
誕
生
月

で
あ
る
農
曆
（
旧
暦
）
三
月
に
毎
年
行
わ

れ
、
世
界
で
も
有
数
の
宗
教
儀
礼
と
言
わ

れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
、
二
つ
の
遶

境
進
香
に
同
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
え

て
き
た
、
現
代
の
媽
祖
信
仰
の
様
子
を
紹

介
し
た
い
。

大
甲
媽
祖
遶
境
進
香

　
二
〇
一
九
年
春
の
台
湾
は
、
記
録
的
な

暑
さ
に
見
舞
わ
れ
た
。
四
月
上
旬
に
も
関

わ
ら
ず
、
三
十
度
を
越
え
る
日
が
続
い
た
。

四
月
七
日
十
五
時
、「
大
甲
媽
祖
遶
境
進

香
」
の
出
発
点
で
あ
る
大
甲
に
到
着
し

た
。
遶
境
進
香
の
予
定
表
で
は
二
十
二
時

に
大
甲
の
媽
祖
像
が
鎮
瀾
宮
（
写
真
１
）

を
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
大

甲
の
駅
か
ら
鎮
瀾
宮
に
か
け
て
の
道
の
り

は
、
す
で
に
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

「
大
甲
媽
祖
遶
境
進
香
」
に
は
、
鎮
瀾
宮

の
媽
祖
像
だ
け
で
な
く
、
他
の
媽
祖
廟
の

媽
祖
像
も
数
多
く
同
行
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ 

の
媽
祖
廟
は
独
自
の
衣
裳
を
着
用
し
、
鎮

瀾
宮
前
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
順
に
行
う

（
写
真
２
）。
日
本
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
舞

の
奉
納
」
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
鎮
瀾
宮

内
で
は
、
遶
境
進
香
に
同
行
す
る
人
々
が
、

熱
心
に
祈
っ
て
い
た
。「
大
甲
媽
祖
遶
境

進
香
」
は
道
程
に
あ
る
百
近
く
の
媽
祖
廟

調
査
報
告

　
台
湾
の
媽
祖
遶
境
進
香
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―
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を
巡
り
な
が
ら
、
新
港
へ
と
向
か
う
。
同

行
者
達
は
、
出
発
点
の
大
甲
で
買
い
求
め

た
手
持
ち
旗
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
媽
祖
廟
で

受
け
取
っ
た
札
を
結
び
つ
け
、
そ
の
旗
を

爐
の
煙
に
か
ざ
す
（
写
真
３
）。
爐
は
日

本
の
お
寺
に
あ
る
香
炉
と
同
様
、
線
香

が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
、
線
香

の
煙
を
良
く
な
っ
て
ほ
し
い
場
所
に
あ
て

る
が
、
遶
境
進
香
の
際
は
そ
の
煙
を
遶
境

進
香
用
の
旗
に
あ
て
る
。
新
港
に
着
く
頃

に
は
、
旗
は
遶
境
進
香
中
に
巡
っ
て
き
た

媽
祖
廟
の
札
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る

（
写
真
４
）。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
人

が
増
え
て
い
き
、
身
動
き
も
と
れ
な
く

な
っ
て
い
っ
た
。
二
十
二
時
に
は
花
火
が

上
が
り
、
ま
る
で
パ
レ
ー
ド
の 

よ
う
に

大
甲
を
出
発
す
る
。 

そ
の
様
子
は
、
テ

レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
台
湾
全
土
に
放
映
さ
れ

る
。

　
「
大
甲
媽
祖
遶
境
進
香
」
は
予
定
表
が

細
か
く
設
定
さ
れ
、
何
日
の
何
時
頃
に
ど

の
媽
祖
廟
に
到
着
す
る
か
が
事
前
に
周

知
さ
れ
て
い
る
。
四
月
十
日
、
そ
の
日
の

十
七
時
三
十
分
に
「
新
港
奉
天
宮
」
到
着

予
定
の
「
大
甲
媽
祖
遶
境
進
香
」
を
見
る

た
め
、
朝
か
ら
新
港
へ
向
か
っ
た
。
奉
天

宮
の
前
で
は
、
廟
の
関
係
者
や
周
辺
の
住

人
が
遶
境
進
香
を
迎
え
る
準
備
に
追 

わ

れ
て
い
た
。
昼
頃
に
な
る
と
、
行
列
の

先
頭
辺
り
が
到
着
し
始
め
る
。
出
発
時
と 

同
様
に
、
奉
天
宮
前
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
行
い
、
奉
天
宮
内
へ
と
入
っ
て
い
く

写真 2　鎮瀾宮前の様子

写真 4　奉天宮内の爐 写真 3 　鎮瀾宮内の爐 

写真 1　大甲鎮瀾宮
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（
写
真
５
）。
大
甲
鎮
瀾
宮
の
媽
祖
像
が
乗

る
御
輿
は
、
十 

四
時
頃
、
奉
天
宮
の
手

前
約
二
㎞
の
地
点
に
到
着
し
た
。
御
輿
の

通
り
道
に
あ
た
る
地
面
に 

人
々
が
蹲
り
、

御
輿
は
そ
の
上
を
通
過
し
て
い
く
。
現
地

で
案
内
を
し
て
く
れ
た
台
湾
の
方
に
よ
る

と
、
病
気 

平
癒
な
ど
、
媽
祖
に
何
か
を

祈
願
す
る
人
が
、
御
輿
の 

下
を
潜
る
そ

う
だ
（
写
真
６
）。

　
「
大
甲
媽
祖
遶
境
進
香
」
は
鎮
瀾
宮
創

建
当
初
は
中
国
福
建
省
の

洲
天
后
祖
廟

に
遶
境
進
香
し
て
い
た
が
、
日
本
統
治
時

代
に
禁
止
さ
れ
、
北
港
朝
天
宮
へ
遶
境
進

香
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
八
八
年
か
ら

は
新
港
奉
天
宮
へ
の
遶
境
進
香
と
変
化
し

て
い
っ
た
。

白
沙
屯
媽
祖
遶
境
進
香

　
「
白
沙
屯
媽
祖
遶
境
進
香
」
は
、「
大
甲

媽
祖
遶
境
進
香
」
と
同
様
に
、
媽
祖
像
の

乗
っ
た
御
輿
が
何
日
か
か
け
て
二
つ
の
媽

祖
廟（
白
沙
屯
拱
天
宮
と
北
港
朝
天
宮（
写

真
７
））
を
往
復
す
る
。
し
か
し
、
そ
の

道
順
や
ど
の
媽
祖
廟
に
立
ち
寄
る
か
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。
遶
境
進
香
に
同
行
す
る

媽
祖
廟
も
決
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
基
本
的

に
は
「
白
沙
屯
拱
天
宮
」
の
媽
祖
像
の
み

が
遶
境
進
香
す
る
。
ま
た
、「
大
甲
媽
祖

遶
境
進
香
」
の
よ
う
な
細
か
い
予
定
表
や

順
路
は
な
く
、
行
程
は
「
媽
祖
が
決
め
」

る
の
で
あ
る
。

　
四
月
九
日
、
遶
境
進
香
中
の
「
白
沙
屯

媽
祖
遶
境
進
香
」
の
調
査
に
向
か
っ
た
。

十
三
時
頃
、
行
き
合
っ
た
「
白
沙
屯
媽
祖

遶
境
進
香
」
は
、
丁
度
、
大
き
な
分
か
れ

道
に
差
し
掛
か
っ
て
い
た
。
媽
祖
の
乗
っ

た
御
輿
は
左
右
に
大
き
く
揺
れ
、
直
進
か

右
折
か
を
占
う
（
写
真
８
）。
ま
る
で
道

に
迷
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
直
進
方
向
へ

写真 6　媽祖像の御輿を潜る人々 

写真 5　奉天宮前の様子

写真８　左右に揺れながら方向を決める媽祖 写真７　北港朝天宮
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向
か
っ
た
り
、
戻
っ
た
り
を
何
度
か
繰
り

返
し
、
最
終
的
に
御
輿
は
右
折
方
向
へ
と

向
か
っ
て
い
っ
た
。
媽
祖
の
御
輿
が
分
か

れ
道
で
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
度
に
、
同

行
す
る
人
々
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
る
。
こ

の
よ
う
に
、「
白
沙
屯
媽
祖
遶
境
進
香
」

が
進
む
道
は
、
分
か
れ
道
の
度
に
「
媽
祖

が
決
め
」、
毎
年
毎
年
異
な
っ
た
道
を
行

く
。
現
地
で
案
内
を
し
て
く
れ
た
人
達
に

聞
く
と
、「
媽
祖
が
決
め
」
た
の
で
、
河

を
徒
歩
で
渡
っ
た
年
も
あ
れ
ば
、
高
速
道

路
を
通
行
止
め
に
し
て
、
高
速
道
路
を
歩

い
た
年
も
あ
る
と
い
う
。

　
「
白
沙
屯
媽
祖
遶
境
進
香
」
は
参
加
登

録
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
二
〇
一
九
年

の
参
加
登
録
者
は
約
四
万
七
千
人
で
あ
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
参
加
登
録
を
し
な
く
て

も
遶
境
進
香
に
同
行
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
全
行
程
に  

同
行
し
な
く

て
も
、
一
日
だ
け
同
行
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
そ
の
よ
う
な
人
々
を
全
て
数
え
る
こ

と
は
不
可
能
な
た
め
、
実
際
に
は
も
っ
と

多
く
の
人
が
、
遶
境
進
香
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
（
写
真
９
）。
こ
れ
は
、「
大
甲

媽
祖
遶
境
進
香
」
も
同
様
で
、「
白
沙
屯

媽
祖
遶
境
進
香
」
よ
り
も
さ
ら
に
多
く
の

人
が
同
行
し
て
い
る
。
参
加
者
が
膨
大
す

ぎ
る
た
め
、「
大
甲
媽
祖
遶
境
進
香
」
で

は
参
加
登
録
の
制
度
す
ら
行
っ
て
い
な
い

と
聞
い
た
（
写
真
10
）。
ど
ち
ら
の
遶
境

進
香
も
年
々
参
加
者
が
増
え
て
い
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

G
P
S
の
普
及
と
、
海
外
か
ら
の
参
加

者
が
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

 

「
白
沙
屯
媽
祖
遶
境
進
香
」
は
、
年
に

よ
っ
て
通
る
ル
ー
ト
や
日
時
が
異
な
る
。

遠
回
り
す
る
道
を
「
媽
祖
が
決
め
」
た
場

合
は
、
目
的
地
で
あ
る
「
北
港
朝
天
宮
」

に
到
着
す
る
日
付
す
ら
異
な
っ
て
く
る
。

途
中
参
加
し
よ
う
と
し
て
も
、
媽
祖
が
現

在
い
る
場
所
が
分
か
ら
ず
、
訪
ね
歩
く
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
、
G
P
S

を
利
用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
専
用
サ

イ
ト
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
、
媽
祖

の
位
置
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
調
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
回
の
調
査
で
、
遶
境
進
香

中
の
「
白
沙
屯
媽
祖
遶
境
進
香
」
を
探
す

際
に
も
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
訪
ね
歩
く
こ
と
な
く
「
白
沙

屯
媽
祖
遶
境
進
香
」
に
行
き
会
う
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
の

増
加
は
、
そ
の
ま
ま
外
国
人
の
同
行
者
の

増
加
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
今
回

の
調
査
で
も
、
頻
繁
に
海
外
か
ら
の
参
加

者
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
遶
境
進
香
に
同
行
し
た
く
て
も
、
仕
事

や
体
調
な
ど
の
理
由
か
ら
同
行
で
き
な
い

人
は
、
遶
境
進
香
中
の
全
て
の
人
々
に
食

料
や
飲
料
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
自

宅
の
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
、
必
要
な

も
の
を
無
償
で
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

遶
境
進
香
に
関
わ
る
。
こ
れ
は
大
甲
も
白

沙
屯
も
関
係
な
く
、「
媽
祖
遶
境
進
香
」

な
ら
ど
ち
ら
に
で
も
提
供
す
る
場
合
が
多

い
。
食
料
提
供
な
ど
も
で
き
な
い
場
合
は
、

提
供
す
る
物
品
や
金
銭
を
寄
付
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
遶
境
進
香
に
関
わ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
台
湾
の
人
々
は
、
媽
祖
へ
の
信

仰
心
を
何
ら
か
の
形
で
遶
境
進
香
に
関
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
表
現
す
る
。

写真 9　白沙屯媽祖遶境進香の様子

写真 10　大甲媽祖遶境進香の様子
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む
す
び

　

今
回
は
、
二
つ
の
「
媽
祖
遶
境
進
香
」

の
一
部
に
同
行
し
、
調
査
を
行
っ
た
。
こ

の
二
つ
の
「
媽
祖
遶
境
進
香
」
は
移
動
距

離
や
参
加
人
数
が
多
く
、
台
湾
の
中
で
も

有
名
な
「
媽
祖
遶
境
進
香
」
で
あ
る
。
し

か
し
、
今
回
の
調
査
中
に
同
時
に
行
っ

た
、
台
中
、
台
南
を
中
心
と
し
た
廟
調
査

に
よ
っ
て
、小
規
模
な
「
媽
祖
遶
境
進
香
」

が
行
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
廟
に
掲
示
さ
れ
て
い
た
案
内
な
ど

で
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
わ
ゆ

る
地
元
の
祭
と
も
呼
べ
る
小
規
模
な
「
媽

祖
遶
境
進
香
」
が
ど
の
程
度
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
起
源
は
い
つ
頃
か
ら
な
の
か
を

統
計
的
に
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
台

湾
で
の
媽
祖
信
仰
の
在
り
方
や
分
布
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
最
後
に
、
今
回
の
調
査
日
程
を
ま
と
め

て
お
く
。

　
二
〇
一
九
年
四
月
六
日
か
ら
十
一
日

六
日　

台
北
の
廟
調
査

七
日　

台
中
の
廟
調
査
、「
大
甲
媽

祖
遶
境
進
香
」
出
発
日
の

調
査
（
大
甲
鎮
瀾
宮
）

八
日　

台
中
・
台
南
の
廟
調
査

九
日　

嘉
義
の
廟
調
査
、「
白
沙
屯

媽
祖
遶
境
進
香
」
の
調
査

十
日　
「
大
甲
媽
祖
遶
境
進
香
」
到

着
日
の
調
査（
新
港
奉
天
宮
）

十
一
日　
台
北
の
廟
調
査

［
付
記
］

　

本
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費

の
補
助
を
受
け
た
研
究
「
神
仏
融
合
か
ら
見
た

日
本
の
宗
教
・
思
想
と
ア
ジ
ア
の
比
較
研
究
―

分
野
横
断
に
よ
る
人
文
学
の
再
生
―
」（
基
盤
研

究
Ａ
、
研
究
代
表
者
吉
田
一
彦
、
二
〇
一
七
～

二
〇
二
一
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


